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献
呈
の
辞

吉
川
和
宏
先
生
が
、
二
〇
一
八
年
三
月
を
以
て
東
海
大
学
法
学
部
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
本
学
に
三
四
年
間
勤
務
さ
れ
、
御

専
門
の
憲
法
分
野
で
教
育
・
研
究
に
優
れ
た
業
績
を
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
法
学
部
長
・
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
（
研
究
科
長
）

等
と
し
て
学
務
運
営
面
に
お
い
て
も
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

吉
川
先
生
は
、
一
九
八
四
年
四
月
、
本
学
法
学
研
究
所
に
専
任
講
師
と
し
て
着
任
さ
れ
、
一
九
八
六
年
四
月
の
法
学
部
設
置
を
経
て
翌

一
九
八
七
年
四
月
法
学
部
助
教
授
、
一
九
九
六
年
四
月
同
教
授
に
就
任
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
三
月
の
御
定
年
ま
で
そ
の
職
に
在
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
憲
法
学
分
野
の
様
々
な
科
目
を
受
け
も
た
れ
、
幾
多
の
学
生
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
憲
法
は
最
重
要
の
基
幹
科
目

で
受
講
者
が
多
い
の
に
加
え
、
先
生
は
、
多
く
の
授
業
科
目
・
演
習
科
目
を
率
先
担
当
さ
れ
、
熱
意
を
も
っ
て
教
育
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
六
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
法
学
部
長
を
務
め
ら
れ
、
法
科
大
学
院
設
立
後
の
困
難
な
時
期
に
あ
っ
て
常
に

毅
然
と
し
た
姿
勢
で
、
学
生
の
た
め
、
教
員
の
た
め
良
好
な
教
育
研
究
環
境
の
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
先
生
は
大
の
野
球
好
き
で
知
ら
れ
ま
す
。
軟
式
野
球
部
の
部
長
教
員
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
し
、
法
学
部
生
が
硬
式
野
球
部
で
投

手
と
し
て
活
躍
し
た
と
き
は
親
身
に
な
っ
て
応
援
さ
れ
た
と
伺
い
ま
す
。
御
退
職
後
も
母
校
上
智
大
学
等
で
引
き
続
き
憲
法
を
講
じ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
御
研
究
以
外
の
お
楽
し
み
を
含
め
益
々
の
御
壮
健
を
祈
念
し
て
、
本
誌
を
先
生
に
献
呈
い
た
し
ま
す
。

二
〇
一
八
年
九
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